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平成23年度　岡山大学教師教育開発センターの活動状況の概要
所在地：
　住　　　所 ： 〒 700-8530　岡山市北区津島中 3 － 1 － 1 （津島キャンパス）
   〒 703-8281　岡山市中区東山 2 － 17 － 4　（教師教育開発センター東山ブランチ）
　電話／ FAX ： 086-251-7728 ／ 086-251-7586（いずれも津島キャンパス）
　Ｕ　 Ｒ　 Ｌ ： http://cted.okayama-u.ac.jp/
　構成員：( 平成 24 年１月 31 日現在 )
　　センター長 ( 併 ) 　　　　　教　　授　加　賀　　　勝　mkaga@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7670
　　副センター長（併） 　　　教　　授　高　橋　香　代　kayosan2@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7699
　　副センター長 　　　　　　特任教授　山　根　文　男　 fumio@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7733
　　　教師教育開発部門　 　　　准 教 授　髙　旗　浩　志　takah-h@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7752





　　教職コラボレーション部門　特任教授　山根文男 ( 再掲 )　 fumio@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7733
　　教職コラボレーション部門　特任教授　江　木　英　二　egi-e@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7658













(1) 第 1 回講座 (2011 年 5 月 18 日実施 )　参加者 42 名
　　テーマ：「授業で学校を変える」
　　講　師：前・岡山市立岡輝中学校　森谷　正孝　校長
(2) 第 2 回講座 (2011 年 6 月 29 日実施 )　参加者 29 名　
　　テーマ：「伝統文化と武道」
　　講　師：岡山市立岡輝中学校　目木　美奈子　教諭
(3) 第 3 回講座 (2011 年 7 月 13 日実施 )　参加者 40 名
　 テーマ：「キャリア教育」
　 講　師：岡山県立高松農業高等学校　原　敬一　教諭
(4) 第 4 回講座 (2011 年 10 月 5 日実施 )　参加者 25 名
　 テーマ：「国語教育における協同学習」
　 講　師：岡山市立岡輝中学校　西村誠博　教諭
(5) 第 5 回講座 (2011 年 11 月 2 日実施 )　参加者 18 名
　 テーマ：「保護者・地域との連携」
　 講　師：岡山市立桃丘小学校　河内智美　校長




















　　○教育実習 II（小学校教育実習基礎研究）４ 　○教育の制度と社会　 
　　○教育実習 II（小学校教育実習基礎研究）１ 　○教育実習 II（中学校教育実習基礎研究）１ 　
　　○教育実習 II（教育実習基礎研究） ○教育実習 II（幼稚園教育実習基礎研究） 
　　○養護実習 II（養護実習基礎研究） ○教育実習 II（教育実習基礎研究） 
　　○教育実習 III（附属小学校実習） ○教育実習 III（附属中学校実習） 
　　○教育実習 III（附属幼稚園実習） ○養護実習 III（附属実習） ○養護実習 IV（協力校実習） 
　　○教育実習 III（附属小学校実習） ○教育実習 III（附属中学校実習）
　　○教育実習 III（附属中学校実習） ○教育実習 III（附属幼稚園実習） 
　　○教育実習 IV（協力小学校実習）　○教育実習 IV（協力中学校実習） 
　　○教育実習 IV（協力幼稚園実習） 　○教職論 　○教育実習Ｉ（観察・参加実習） 






d) 教職支援部門 ･･･ 教員志望学生に対する教員採用試験受験のための相談・指導業務

































  ① 平成 23 年度日本教育大学協会全国教育実習研究部門　第 25 回総会・研究協議会






4 年生 3 年生 2 年生 1 年生 2 年生 1 年生 別科／OB
 利用者総数 2082 162 1 2 123 183 306 3014
新規利用者総数  171  86 1 2  19  22  41  401
d) 全国研究会への参加
　①第 79 回　国立大学教育実践研究関連センター協議会








   　　 ・発表者：髙旗浩志　准教授，後藤大輔　助教
　③第 80 回　国立大学教育実践研究関連センター協議会
















c) センター専任教員あるいはセンターとして受給した外部資金導入 ･･･ なし
d) センター ( 専任教員 ) が他のセンター ( 専任教員 ) と連携して申請した科研費受給状況 ･･･ なし
e)GP 等採択状況
　①大学教育推進 GP「総合大学が担う特色ある教員養成の質保証」平成 21-23 年度
　②（独）科学技術振興機構「理数系教員養成拠点構築事業」平成 22-25 年度　　　
　③文部科学省特別経費事業 教員の質向上に寄与する「大学と学校・教育委員会の協働」の実現
    　－学校教育改善との連動で教員養成教育を進化させる－  平成 23-27 年度
将来構想




ているところである。併せて平成 22 年度より採択の CST 事業に基づき，理数系教員養成事業部門を立ち上げた。
岡山大学教師教育開発センター紀要に関する要項
(趣旨 )
第 1 条 この要項は , 岡山大学教師教育開発センター
　規程 ( 平成 22 年岡大規程第 13 号 ) 第 12 条の規定




第 2 条 紀要の名称は ,「岡山大学教師教育開発セン
　ター紀要」( 以下「紀要」という。) とする。
( 内容 )
第 3 条 紀要に掲載する内容は , 主として教師教育 ( 教
　員養成教育 , 現職教育 ) 及び教育実践に関する実践
　的・理論的研究とする。








第 4 条 紀要の発行は , 原則として , 年 1 回とする。
( 紀要編集委員会 )
第5条 紀要の編集のために ,紀要編集委員会 (以下「委
　員会」という。) を設ける。
2 委員会は , センターに所属する教員をもって構成す
　る。
3 委員会は , 原稿の掲載 , 執筆区分 , 掲載順序及び体
　裁等の決定に係る業務を行う。
4 その他 , 委員会について必要な事項は , 別に定める。
( 投稿資格者 )
第 6 条 紀要に投稿することができるのは , 次の各号
　に掲げる者とする。
　一 岡山大学 ( 以下「本学」という。) に所属する教
　　員 ( 教育学部附属学校園の教員を含 む。以下「本
　　学教員」という。) 並びにその共同研究者
　二 その他 , 委員会が認めた者
2 連名の場合 , ファーストオーサーとなることができ
　るのは , 本学教員のほかに , 本学及び兵庫教育大学
　大学院連合学校教育学研究科の大学院生 ( 修了生を
　含む。) 並びに本学の卒業生とする。
3 論文の投稿は ,1 人 3 編以下とし , ファーストオー
　サーは 1 編以下とする。 
4 特別寄稿は , 委員会が認めた者に限る。
( 原稿執筆要領 )
第 7 条 原稿執筆要領については , 委員会にて別に定
　める。
( 投稿原稿の提出 )
第 8 条 投稿原稿の提出にあたっては , 原稿執筆要領
　に従い , 別に定める投稿申込書を添付し , 教育学系
　事務部 ( 以下「事務部」という。) に提出する。




第 9 条 校正は原則として二校までとし , 執筆者の責
　任において行うものとする。校正刷は , 事務部を通
　して受け取り ,5 日以内に校正を終え , 事務部に返
　却する。校正に当た って原文の変更は認めない。
( 著作権 )
第 10 条 紀要に掲載された論文の著作権 ( 電子化・公
　開化することを含む。) はセンターに帰属する。
( その他 )
第 11 条 抜刷 ( 白黒印刷 ) にかかる金額は論文 1 編に
　つき 30 部までをセンター共通経費負担とするが ,
　これを超える金額については , 執筆者負担とする。
( 雑則 )
第 12 条 この要項に定めるもののほか , 紀要の刊行に
　関し , 必要な事項は , 委員会において決定する。
附則 この要項は , 平成 22 年 11 月 29 日から施行し ,
　　  平成 22 年 11 月 1 日から適用する。
附則 この要項は , 平成 23 年 8 月 19 日から施行する。
平成 22 年 11 月 29 日
学 長 裁 定
改正 平成 23 年 8 月 19 日
岡山大学教師教育開発センター紀要原稿執筆要領
1. 原稿の書式
　和文原稿では ,A4 判縦向き , 横書き ,9 ポイント ,23 
字× 45 行 ,2 段組 ,10 ページ以内とする ( ただし 1 頁
目のみ ,50 字の 1 段組として「2. 論文の体裁」の (1)
に記載の事項を記入すること。それ以降については ,
上記の 2 段組の書式を適用する )。マージンは , 上 
30mm, 左右・下 25mm とする。
　英文原稿の場合は ,A4 判縦向き ,10.5 ポイント ,40 
行 ,1 段組 ,20 ページ以内とする。





　(1) 1 頁目には和文表題 , 和文著者名 ( 所属機関 ),　
　　和文要旨 ( 刷り上り 8 行以内 ), 日本語キーワー




　　字 (1,2,3・・・), 項は丸付き数字 ( ① , ② , ③ ,・・・)
　　とする。　　
　(3) 注は , 執筆者の任意とする。
　(4) 参考・引用文献は ,　原則として , 著者名 , 文献
　　表題 , 文献名 , 発行所 , ページ , 発行年を含めて
　　表記し , 引用順 , 又は著者名のアルファベット順
　　に並べて本文末尾に掲載する。 
　(5) 原稿末尾に , 英文表題 , ローマ字表記著者名 ( 所
　　属機関 ), 英語キーワード (5 語以内 ) を必ず表記
　　する。なお英文要旨 ( 刷り上がり 10 行程度 ) を
　　付けることが望ましい。




　(1) 1 頁目には英文表題 , ローマ字表記著者名 ( 所属
　　機関 ), 英文要旨 ( 刷り上り 10 行以内 ), 英語キー
　　ワード (5 語以内 ) を順に掲載する。英文表題の
　　体裁は , 和文原稿 の体裁 (6) を参照。
　(2) 本文
　　和文原稿の体裁 (2) を参照。
　(3) 注は , 執筆者の任意とする。
　(4) 参考・引用文献
　　和文原稿の体裁 (4) を参照。
　(5) 原稿末尾に , 和文表題 , 和文著者名 ( 所属機関 ),
　　和文要旨 ( 刷り上り 8 行程度 ), 日本語キーワー












(3) 原稿を納めた電子媒体 (CD-R,DVD-R または USB 
　メモリ等 )
　　以下のような保存文書ファイルを「最終原稿」と
　して提出する。ファイルの保存形 式は ,MS-Word 
　文書形式 (*.doc または *.docx) とする。
①「最終原稿」に図表や写真等の割付位置を明示
　しているだけの場合 (= 打ち出し 原稿に貼り付
　ける場合 ) は , その図表や写真等のデータファ
　イルを別に添付する こと。
② 図表や写真等について , より鮮明な印刷を希望
　する場合は , そのデータファイ ルを別に添付す
　ること。
③ 図表や写真等は , 特に希望しない場合 , 白黒印
　刷となるので留意すること。カラー印刷を希望
　した場合に発生する差額は執筆者負担とする。




注 2　原稿を上記形式 (*.doc または *.docx) に変換で
きない場合は , 打ち出した 完全原稿のみを提出
ください。この場合は , 編集はすべて執筆者に
お願いすることになります。
注 3　原稿を納めた電子媒体 (CD-R,DVD-R または






















Tel (086)264-5888(代), Fax (086)262-1525
印　　　刷
